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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実施日 令和７年２月５日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

  育成すべき生徒の資質・能力
を明確にし、生徒の学習意欲の
向上につなげる教育活動の実施

B

  一人一人に寄り添った丁寧な
生徒指導の充実

①生徒の人間関係スキル育成の取組を行う。
②日々の生徒への声掛けや面談等を通し、一人一人
のの悩みや不安を受け止める。
③「いじめアンケート」を効果的に活用し、多面的
な観点から、いじめを早期発見できる仕組みを構築
する。

B

様々な対応が必要な生徒が
増えており、学校全体の取
組としての個人面談等の充
実が必要である。

  多様な生徒個々に応じた計
画的で丁寧な進路指導の推進

①キャリア教育を踏まえた各種ガイダンス、進路面
談を通して効果的な指導を実施する。
②企業説明会や入試説明会に積極的にも参加し、情
報を教員間で共有して生徒への指導に生かす。
③指定校を有効に活用するとともに、新規の指定校
や就職先を積極的に開拓する。
④大学進学希望者に質の高い授業や補習の実践とき
め細やかな学習指導を行う。

A

指定校を活用した大学進学
については充実している
が、次年度は一般受験を希
望する生徒に照準を合わせ
た進学補習の検討や、大学
進学対象の模擬試験の導入
等に対する検討が必要であ
る。

  部活動と学校行事の充実 ①生徒会や奉仕活動委員会が中心となって、生徒の
成功体験を増やし自己肯定感を高める学校行事を行
う。
②効率的な部活動運営を目指すとともに、安全な活
動と、生徒の人間形成を主目的とし計画的に技術力
やチーム力の向上を目指す。

A

働き方改革を進める中での
部活動を中心とする特別活
動の効果的な指導法への学
校全体としての取組ととも
にその指導法などの教員間
の共有が必要である。

 特別支援・教育相談体制の推
進

①インクルーシブ教育推進のため、高校内分校と連
携した職員研修会を実施する。
②生活や学習上の困難を抱える生徒に対する専門家
による巡回支援、職員研修会を実施する。

A

次年度は分校が開校３年目
となり交流についても対等
な立場で進めていけること
を踏まえ、共に有益な交流
方法を構築していく。

  安心安全な学習環境の維持 ①徹底した清掃指導を引き続き行う。
②定期的な安全点検を実施するとともに、校内外の
環境整備に努める。 A

生徒の清掃の指導について
学校全体での変更を検討し
ていく必要がある。

  教育活動や部活動に関する情
報発信の手段の工夫

①生徒や教職員の日頃の取組をホームページやメー
ル配信システム「楽メ」及びGoogle Classroomで積
極的に情報を発信する。
②新聞や広報誌に本校の魅力や取組を広く発信する
とともに、Instagramでの情報発信を継続する。
③地域の方との連携を深め、本校の教育活動に参画
してもらう。

B

Instagramの活用の再構築
が必要である。また、情報
発信としては保護者への一
斉メールを事務的なものだ
けでなく、各部活動の活躍
の発信など工夫していく。

  学校説明会の実施方法や中学
生や保護者及び中学校教員への
情報提供と内容の改善・工夫

①生徒募集の工夫や、訪問先を厳選をする。
②学校説明会において部活動、授業体験や入試対策
講座を実施するとともに、本校生徒が中心となって
運営する場面を設定する。
③学校ＰＲ動画の作成やホームページ上のヴァー
チャル学校ツアーの活用を促進する。

A

今年度改革した説明会の運
営・企画を計画的に実行で
きるように年間を通して更
に改善していく。また令和
９年度の入試の大改革に照
準を合わせた学校全体の方
針を検討する必要がある。

  ＰＴＡ後援会・市内との協力
と新たな国際理解教育の充実

①PTA行事の再考とコロナ前の諸行事の復活を共存
させ、より効果的で充実した内容とする。
②働き方改革の観点を踏まえ、より実践的で効果的
な国際理解教育を推進する。

A

単にコロナ前に戻すだけで
なく、時代に合わせた行事
の見直しが必要である。

 中学校としては、白岡高校を志望している生
徒の面接で志望動機を聞くと、学校説明会に
参加したときに高校生がすごく元気がよくて
良かったと、自分もそういう風に成長したい
と言っていた。今年度から生徒が運営に携
わったったと聞き、大変良いことだと思っ
た。中学生が来るときは、積極的に良い雰囲
気で話し掛けて挨拶したりすると学校の印象
もよくなるのかなと思っているので、生徒に
は頑張ってほしい。また、白岡市内小中学校
との連携を徐々に復活するためにも今後は何
かチャンスがあれば、ぜひ生徒会同士で何か
考えていければよいと思う。また、入試制度
の変更については、まだ中学校１年生もそん
なに意識してないと感じる。それを踏まえる
と急いで学校の方針を変える必要はないと思
うが、徐々に新入学者選抜に合わせての改革
は進めてもらいたい。

①１２月時点の志願希望は0.89倍であるが、１月以降の学校説
明会の参加者数から増加が見込める予想である。
②夏の部活動体験と合わせ計６回中学生対象の説明会等を実施
したが、後半になるほど参加者が増加した。また説明会のでは
部活動や在校生の体験を話させるなど、活躍されることで本校
の魅力を感じてもらうことに成功した。
③説明会のアンケートでは大変好評である。

①入学者選抜の出願数が増えたか。
①中学校等に対して、実施時期や方法の工夫改
善、及び中学校等のニーズに合った情報提供で
あるか。
②学校説明会の参加者が増加したか。
③PR動画やヴァーチャル学校ツアーで、本校の
魅力を伝えることができているか。

【現状】
  部活動に対する満足度は大変高く、県
大会をはじめ、関東大会や全国大会へ進
出している部活動がある。一方でアン
ケートによると学校生活に対する満足度
は比較的低い。

【課題】
  部活動に関しては、高加入率を維持
し、更に上位の結果を目指すとともに、
教員の働き方改革を踏まえた、部活動改
革を推進し活動の効率化を目指す。また
学校行事については、生徒の成功体験を
通して自己肯定感を高めることを大切に
する必要がある。
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【現状】
  県南部も念頭においた広域的な生徒募
集を行い入学者選抜では４年ぶりに募集
定員を確保できた。地域との交流につい
ては、コロナ禍前の状況には戻っていな
い。

【課題】
  学校ホームページの更新をさらに推進
するとともに、保護者向けのメール配
信、白岡市広報誌掲載なども積極的に
行っていく。市内小・中学校での連携を
徐々に復活する方向性で進め、内容の精
選を踏まえるとともに、PTA行事について
も各種活動を充実させる必要がある。

①学校評価「学校からの情報提供への満足度」
の肯定的評価８０％以上であったか。
①ホームページやGoogle Classroomの更新数、
「楽メ」による配信回数が増えたか。
②新聞、広報誌等への掲載回数が増えたか。
③ボランティア活動や特別講座などで地域の方
との連携が図れたか。

 校内視察でビーチバレーコートの存在を知っ
た。それがあるのは県内公立高校で白岡高校
だけと伺い、生徒募集につなげることができ
るのではないかとお話ししたと思うが、今年
度、女子バレーボール部がビーチバレーで関
東大会に出場したことはぜひアピールしてほ
しい。また、国際理解教育のTGGへの参加は短
期留学が難しい中で、少しでも生徒に体験の
場を作ったということで評価できる。学校説
明会で生徒が活躍できる場を設けることなど
非常に良い取組である。以前は地域のお祭り
に放送部が協力してくれるなど他にも多く活
躍の場があった。働き方改革などの関係もあ
り、更に開催日が土日なので難しいのは理解
できるが、ぜひ生徒の活躍の場を増やして
いっていただきたい。

①分校との交流事業は充実したか。
①教員間での特別支援教育、インクルーシブ教
育への理解の深まりと全体での共有できたか。
②チェックシートを活用したアセスメントの実
施、及び支援が必要な生徒の対応ができたか。
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①卒業式をはじめ、１年間かけて全ての行事をほぼコロナ前と
同様に戻せた。
②新型コロナウイルス禍で数年中止されていた国際交流教育を
体験型留学(TGG)という形で再開できた。

①1社目の内定率は100％（12名中12名）であり、就職希望者全
員が第１希望の企業に就職することができた。
②学校評価アンケートにおける項目３年生の「進路結果につい
ての満足度」では肯定的評価９２％であった。「将来の希望
（夢）を実現するために努力している」では肯定的評価は１年
生６６％２年生８０％３年生８７％と学年が進行するとともに
努力している様子がうかがえる。
③進学希望者は、計画的に面接や小論文指導を行いほぼ全員が2
学期中に進路を確定した。
④共通テストの受験者数１名、一般受験者数も１名。２学期終
了時で大学進学率が40%を超えた(昨年３８％)。

1

①実施した行事のアンケートで満足度が高かっ
たか。
②働き方改革を踏まえ、国際交流事業の代替と
して国際理解教育事業を実施できたか。

〇基礎学力の定着のための授業改善推進とタブレット等
ICTの活用
①学校評価アンケートの「わかりやすい授業を行い、熱心に指
導している」の項目で、生徒の回答が83％であった。
②相互授業公開は実施できなかったが、年次研修等の研究授業
では、教科を超えて相互観察し授業改善に生かした。
③学習サポーターは予定より実施回数が少なかった。

〇特別活動の充実や 教育相談等の推進及び学習環境
①１年生６１％、２年生６２％、３年生７６％と学年が学年が
進行するとともに満足している様子がうかがえる。
②③部活動加入率は例年同様、大変盛ん、また男子バスケット
ボール、女子バレー部が関東大会へ出場、陸上競技部が全国レ
ベルの大会に出場。他も県大会等で好成績を残した。

【現状】
  丁寧な生徒指導により、元気な挨拶が
できる生徒が多く、生徒指導件数は少な
い。コロナ禍により人間関係の構築が苦
手な生徒が増加している。進路希望につ
いては進学・就職共に100パーセント希望
をかなえているが中位層以上の大学を希
望し努力する生徒が少ない。
【課題】
進路変更を希望する在校生に、時代の流
れに沿った適切で丁寧な指導が必要。ま
た、生涯を意識したキャリア教育を踏ま
えた進路指導や上級学校入学後も耐えう
る基礎学力を身に付けさせていく必要が
ある。

①校内美化とごみの分別の強化に努めた。特に分別指導を強化
した。また、年２回のモップ交換を実施し、清掃道具の整備を
した。
②安全点検および防火訓練を実施し、快適で安心安全な学習環
境を維持した。

〇情報発信と生徒募集の改善工夫及びコロナ禍からの改善
①学校評価「学校からの情報提供への満足度」の肯定的評価は
７３％であった。
②美術部作品が、白岡市の情報発信サイトに６点作品が採用さ
れるとともに市教育委員会のギャラリーに展示された。また東
部防災組合のポスターに１年生の作品が選ばれ新聞に大きく報
道された。
③校外美化活動（レッツクリーン白岡）は、１２月に実施。

①校内美化の徹底ができたか。
②安全点検で把握された不具合箇所についての
迅速な対応を行い、学習環境を維持できたか。

④「コンピュータ等を活用した授業に積極的に取り組んでい
る。」の項目で、１年生75%、２年生69％であった。
⑤就職希望者に対する補習は進路指導部担当者により計画的に
実施し、1社目の内定率は100％であり、希望者全員が第１希望
の企業に就職できた。
⑥生徒の成績については、３年優良者１学期42名２学期19名、
不振者１学期3名２学期6名。２年優良者は１学期32名２学期33
名、不振者１学期13名２学期7名。１年優良者１学期37名２学期
35名、不振者は１学期19名２学期22名。

①交流事業の回数は同様であるが、各事業で交流する場面が多
くなった。また、分校との交流が盛んになり、本校職員の特別
支援教育に対する理解度は大変高まっている。
②巡回支援の要請をする事例はなかったが、スクールカウンセ
ラーによるカウンセリングは月１回実施できた。

【現状】
  生徒の授業に対する満足度は比較的高
い。また、新たに学習スペース設置や、
学年の実情に応じて考査前学習計画表作
成に取り組んだ。昨年度から生徒全員に
対してのタブレット持参が導入された
が、授業内での活用については不十分な
点がある。

【課題】
  基礎学力の定着や中位層以上に対して
の学力向上を目指して、自己肯定感の育
成を含めた学習意欲の向上と更なる授業
改善を推進する必要がある。また、１.２
年生に対しては１人１台タブレット端末
の授業での効果的な活用について研究及
び実践が不可欠である。 ①②学校評価アンケートにおける項目「生徒を

よく理解し、生徒の心身の悩みや相談に対し
て、適切に対応している」の肯定的評価８０％
以上であるか。
②③いじめゼロ、生徒指導件数が減少したか。

①少人数・習熟度別授業展開によるきめ細やかな授
業を実践し、一層の学力向上を図る。
②全教員対象で教科横断した相互の授業公開や研究
週間を行いICT機器の活用を踏まえた授業改善を行
う。
③学習サポーターを効果的に活用し、基礎学力や学
習意欲等に課題がある生徒への学習支援を行う。
④全生徒タブレット導入されている１.２年生に関
してはICT機器を活用した個別学習、協働学習を積
極的に取り入れる。
⑤進路指導部が主体となり、積極的に参加しやすい
状況に配慮しつつ、進路希望や学習段階に沿った進
路補習を実施する。
⑥指名制の補習や学習会を効果的に実施する。

①学校評価アンケートにおける項目「分かりや
すい授業を行い、熱心に指導している」「生徒
をよく理解し適切な指導をしている」の肯定的
評価８０％以上であるか。
②のべ参加者数が昨年度より増加したか。
③「基礎学力テスト」の定着率が高まったか。
④学校評価アンケートにおける項目「コン
ピュータ等を活用した授業に積極的である」の
肯定的評価７５％以上であったか。
⑤進路補習に参加する生徒が増加したか。
⑥各学期の成績優秀者各学年２０名以上。欠点
保有者各学年１５名以下であったか。

  卒業生の数を見ると、中途での転退学者が
増加しているように思う。コロナ禍で育った
事も原因の一つだと思うか、現在実施してい
るスクールカウンセラー活用や特別支援の
コーディネーター活用など、できることは取
り組んでほしい。また進路については、一般
受験する生徒が少ない点は、安易に指定校で
行けるところにするのではなく、一般受験に
対する意識の向上を図る必要がある。今年度
は英検受験者が増加し、準２級、２級の合格
者も例年に比べて多いといったところから、
進学意識を高めるためにも全校的に模擬試験
等への積極的な取組を求めたい。また、近年
は看護医療系に進学する生徒は英語が必要な
場合が増えているので、一般受験に近いよう
な内容を教える補習を行ったそうであるが、
そういったニーズに積極的に答えるように学
校全体で取り組んでほしい。

①アンケートにおける項目「学校生活には満足
している」で肯定的評価８０％以上であった
か。
②部活動加入率が良好か。
③県、関東、全国大会等の結果やコンクール結
果、各種作品展への出品数等が増加したか。

〇一人一人にに応じた適切で丁寧な生徒指導と進路指導
①②学校評価アンケート項目「生徒をよく理解し、生徒の心身
の悩みや相談に対して、適切に対応している」では、１年生６
５％、２年生７７％、３年生８４％であった。
③いじめアンケートを３回実施し、いじめの認知件数を０件と
なった。生徒指導件数は１８件３８名となった。前年度より少
し増加してしまった。再指導になる生徒が増えた。

①就職内定率１００％が継続できたか。
①②学校評価アンケートにおける項目「進路結
果についての満足度」で肯定的評価９０％以
上、及び「将来の希望（夢）を実現するために
努力している」で肯定的評価８０％以上であっ
たか。
③進学希望者決定率１００％であったか。
④大学入学共通テストの受験者数と一般受験者
数及び合格者数が増加したか。

令 和 ６ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 白 岡 高 等 学 校 ）

目指す学校像 生徒一人一人に寄り添い、社会に貢献する人材の育成により生徒の未来を応援する学校

重　点　目　標

１　基本的・基本的学力の定着と学習意欲の熟成を少人数・習熟度別授業展開により、推進する。
２　規律ある生活態度を育成し、生徒一人一人の進路希望を実現する指導を推進する。
３　学校行事や部活動を通して、豊かな心と健やかな身体を育成する。
４　学校・家庭・地域の連携を一層深める学校づくりを推進する。

  義務教育の教員は、ICT活用についてはかな
り研修を受講し、ここ数年それを活用した授
業が進んできた。高精度な情報の取得や生徒
の意見を瞬時に集めるなど、そういったもの
はタブレットでやった方が効果的だとは思う
が、今まで通り紙でやったほうが学習効果の
高いものもある。バランスよく利用すること
が大切である。また生徒からは義務教育段階
からタブレットに慣れていて、わからないこ
とをすぐに調べられたり、あとは保存してお
くことで調べたい内容をすぐに出せるので、
とても便利だとの意見があった。以上から教
員のスキルアップが大切である。また補習に
関しては、開講することによって一般受験の
意識が出てくるかもしれなので粘り強く推進
することが必要である。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価
　懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価
　を受けた日とする。ほぼ達成(８割以上)

達
成
度

不十分(４割未満)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

学校評価アンケートの「わ
かりやすい授業」の項目
は、数値目標は達成してい
るが、昨年度90％だったの
で、教科指導について、見
直しが必要である。また、
ＩＣＴの活用も、３年生以
外はタブレットを購入した
が、生徒の評価は、昨年と
同じであった。次年度は全
学年タブレットがそろうこ
ともあり、ＩＣＴ活用につ
いては、更に改善が必要で
ある。また、授業以外で補
習等を充実させる必要があ
る。

方策の評価指標

　　出席者　学校関係者　　　 ８名
　　　　　　生徒　　　　　　 ３名
　　　　　　事務局(教職員) １０名

年 度 評 価（  ２月 １日 現在 ）

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 評価項目の達成状況

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価


